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 令和３年１１月２６日（金）  場所 委員会室 

 ○出席委員 

    委員長       髙柳貴美代        委員        青木 淳子 

    副委員長      稗田美菜子        ……………………………………… 

    委員        古濱  薫        議長        青木  健 

     〃         藤江 竜三        副議長       藤田 貴裕 

     〃         柏木 洋志 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

 ○出席説明員 

    市長        永見 理夫        政策経営部長    宮崎 宏一 

    副市長       竹内 光博        行政管理部長    藤崎 秀明 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

 ○議会事務局職員 

    議会事務局長    内藤 哲也        議会事務局次長補佐 佐藤 修平 

    議会事務局次長   古沢 一憲        議事係員      鰺坂 周平 

                             〃        伊形 美幸 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

 ○協議事項 

  ◎議長及び市長挨拶 

  議題１．第４回定例会の議事運営について 

    (1) 会期、日程（案）等について 

     ① 会期、日程（案）について 

     ② 議事日程（案）について 

    (2) 議案、請願・陳情等の取扱いについて 

     ① 議案等について 

     ② 請願・陳情について 

     ③ 追加議案について 

     ④ 各常任委員会への報告事項について 

    (3) 議員提出議案の提出期限について 

    ２．令和４年定例会の日程について 

    ３．国立市議会会議規則の一部改正について 

    ４．議会基本条例の点検について 
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午前１０時開議 

○【髙柳貴美代委員長】 それでは、皆様おはようございます。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから議会運営委員会を開きます。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

◎議長及び市長挨拶 

○【髙柳貴美代委員長】 まず初めに、議長より御挨拶をお願いいたします。 

○【青木健議長】 おはようございます。第４回定例会を控え大変お忙しい中、皆様方には御参集を

賜り、誠にありがとうございます。新型コロナウイルスの関係ですが、現在、感染者数についてはか

なり少なくなってはおりますけど、まだなくなっているわけではございません。引き続きまして皆様

方には御注意を賜りながら、12月議会しっかりと運営をしていただきますよう心からお願いをさせて

いただきまして、御挨拶に代えさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

○【髙柳貴美代委員長】 ありがとうございました。 

 続きまして、市長から御挨拶をお願いいたします。 

○【永見市長】 おはようございます。本日は、令和３年第４回市議会定例会に向けて議会運営委員

会を開催していただき、誠にありがとうございます。 

 今回の提出予定案件でございます。初めに報告等の案件についてですが、浄水公園の草刈り作業中

に発生した車両損傷事故の和解に係る専決処分事項の報告について、また国立市の町区域の変更に係

る専決処分事項の報告及び承認についての計２件を送付させていただいております。 

 次に、道路認定等につきましては、立川市長が国立市の区域を立川市道路線として認定することに

ついて、国立市長が承諾するため、立川市道路線の認定の承諾についてを１件送付させていただいて

おります。 

 次に、契約案件として、令和２年度市道富士見台第６号線道路改良工事請負変更契約の締結につい

てを１件送付させていただいております。なお、この件につきましては、本会議初日に即決でお取扱

いを頂きますようお願いいたします。 

 次に、条例案につきましては、国立市しょうがいしゃ施策推進協議会条例案など、計７件を送付さ

せていただいております。 

 次に、規約案等につきましては、東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加

及び東京都市町村公平委員会共同設置規約の変更についてを１件送付させていただいております。 

 次に、補正予算案についてですが、令和３年度国立市一般会計補正予算（第６号）案、令和３年度

国立市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案、令和３年度国立市介護保険特別会計補正予算

（第２号）案、令和３年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）案、令和３年度国立市

下水道事業会計補正予算（第１号）案の５件を送付させていただいております。 

 また、国の子育て世帯への臨時特別給付金の支給に関する事業費を計上する追加の一般会計補正予

算案につきましては、現在、事務を進めており、間もなく準備が整う見込みですので、後ほど追加送

付させていただきます。年内支給に向けて、本会議初日即決でお取扱いを頂きますよう、よろしくお

願いを致します。 

 なお、国の経済対策等の状況により、さらに追加の補正予算案を提出する可能性がございます。そ

の際にはよろしくお取扱いのほどお願いいたします。 

 最後に、その他の追加提出予定案件でございます。 
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 東京都人事委員会勧告に伴う追加提出案件として、国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の特

例に関する条例の一部を改正する条例案外１件の勤務条件に関する条例案につきましては、職員団体

との交渉の成立など、条件が整い次第、追加議案として提出させていただきます。 

 また、令和３年12月31日に任期の満了を迎える国立市教育委員会委員の任命に伴う同意についての

人事案件１件につきましては、準備が整い次第、追加議案として提出させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。私からは以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○【髙柳貴美代委員長】 ありがとうございました。 

 それでは、お手元に御配付の協議事項に沿って議事を進行してまいります。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

議題１．第４回定例会の議事運営について 

 (1) 会期、日程（案）等について 

  ① 会期、日程（案）について 

○【髙柳貴美代委員長】 議題１、第４回定例会の議事運営について。(1)会期、日程（案）等につ

いての①会期、日程（案）について、事務局より御説明をお願いいたします。議会事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 初めに、会期、日程（案）について御説明を申し上げます。 

 市長提出議案でございますが、専決処分事項の報告、道路認定、契約、条例案、規約案、補正予算

案に継続審査分の決算認定等を含め、合計23件でございます。 

 次に、議員提出議案でございますが、会議規則の改正案１件でございます。 

 次に、請願・陳情でございますが、今回請願はございません。陳情が１件提出されております。そ

のほか、継続審査となっている陳情が１件ございます。 

 第４回定例会の会期は、12月１日水曜日から27日月曜日までの27日間とする案でございます。 

 それでは、お手元に御配付いたしました令和３年国立市議会第４回定例会日程表について御説明を

申し上げます。 

 なお、日程表中、本会議等を行わない日について、市の休日に該当する日は休会、それ以外の日は

休会予定と表記を致しておりますが、以下の御説明では単に休会との表現にさせていただきますので、

御了承いただきますようお願い申し上げます。 

 12月１日水曜日が本会議の初日でございます。初日は会議録署名議員の指名、会期の決定、行政報

告、議案等上程・委員会付託、決算等に対する会派代表討論及び採決まででございます。２日木曜日

は休会とし、３日金曜日から土曜、日曜を除く８日水曜日までの４日間を一般質問と致します。一般

質問通告者は20名でございましたので、前例に倣いまして、各日５名の割り振りで行う案でございま

す。９日木曜日は休会とし、10日金曜日が総務文教委員会、11日土曜日と12日日曜日は休会、13日月

曜日が建設環境委員会、14日火曜日が福祉保険委員会でございます。15日水曜日から20日月曜日まで

は最終本会議に向けての事務整理等のために休会とし、17日金曜日に最終本会議の議事運営について

議会運営委員会を開催し、21日火曜日を最終本会議とする日程案でございます。 

 加えて、議会に新型コロナウイルスの感染者が発生した場合等に備えまして、27日月曜日まで本会

議を行える日程としているところでございます。 

 本定例会の本会議につきまして、国立市立小学校全８校の第６学年児童が学校単位でローテーショ

ンを組み、議会見学のため傍聴する予定となっております。 

 会期、日程（案）につきましては以上のとおりでございます。御協議くださいますよう、よろしく
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お願い申し上げます。 

○【髙柳貴美代委員長】 局長より説明がありました。ただいまの説明に対して質疑、意見等を承り

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 なければ、議会事務局長の説明のとおり決定いたします。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

  ② 議事日程（案）について 

○【髙柳貴美代委員長】 続きまして、②議事日程（案）について、事務局より説明をお願いいたし

ます。議会事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 それでは、議事日程（案）について御説明申し上げます。お手元の議事日

程（第１号）を御覧願います。議事日程は、おおむね前例に倣い配列を致しております。初日の議事

日程につきましては、日程第28、陳情第16号の委員会付託までで散会し、３日金曜日から日程第29、

一般質問に入るという案でございます。 

 議事日程（案）につきましては以上でございます。よろしく御協議くださいますようお願い申し上

げます。 

○【髙柳貴美代委員長】 局長より説明がありました。ただいまの説明に対して質疑、意見等を承り

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 なければ、議会事務局長の説明のとおり決定いたします。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

 (2) 議案、請願・陳情等の取扱いについて 

  ① 議案等について 

○【髙柳貴美代委員長】 続きまして、(2)議案、請願・陳情等の取扱いについてに入ります。 

 まず、①議案等について、事務局から説明をお願いいたします。議会事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 それでは、議案等の取扱いと議案の付託先について御説明申し上げます。 

 日程第４、報告第８号専決処分事項の報告についてにつきましては、地方自治法の規定により報告

を受ける扱いとなります。 

 日程第５、第66号議案専決処分事項の報告及び承認についてにつきましては、地方自治法の規定に

より、議会に報告し承認を求めるものでございますので、先例に倣い、即決の扱いでお願いを致しま

す。 

 日程第７、第68号議案令和２年度市道富士見台第６号線道路改良工事請負変更契約の締結について

につきましては、契約案件でございますので、先例に倣い、委員会付託は省略し、即決の扱いでお願

いを致します。 

 日程第10、第71号議案国立市会計年度任用職員の報酬、勤務条件等に関する条例の一部を改正する

条例案と、日程第11、第73号議案国立市職員特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例案につきま

しては、関連する事件であることから、先例に倣い、一括議題となります。 

 日程第15、第76号議案東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都

市町村公平委員会共同設置規約の変更についてにつきましては、先例により、即決の扱いでお願いし

たいと存じます。 
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 日程第21、認定第１号令和２年度国立市一般会計歳入歳出決算（継続審査分）から、日程第26、第

64号議案令和２年度国立市下水道事業利益剰余金の処分について（継続審査分）までの認定等６件に

つきましては、一括議題とし、委員長報告を受けた後、質疑は省略し、直ちに会派代表討論に入り、

採決は別個採決とする扱いとなります。 

 決算に対する会派代表討論は、先例に倣いまして、２人以上の会派は10分以内、１人会派は５分以

内で行います。その順序は、既に抽せんによりまして、お手元に御配付いたしております会派代表討

論発言順表のとおりとなってございます。 

 日程第27、議員提出第16号議案国立市議会会議規則の一部を改正する規則案につきましては、議会

運営委員会で協議が調ったものでございますので、即決の扱いをお願いいたします。 

 なお、議員提出議案につきましては、資料及び参考資料がございますので、併せて配付を致してお

ります。 

 次に、議案の付託先について御説明を致します。お手元に御配付の付託事件一覧表を御覧願います。

第67号議案は建設環境委員会、第69号議案は福祉保険委員会、第70号議案から第73号議案までは総務

文教委員会、第74号議案は福祉保険委員会、第75号議案は建設環境委員会になります。第77号議案令

和３年度国立市一般会計補正予算（第６号）案は各常任委員会、第78号議案令和３年度国立市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）案から、第80号議案令和３年度国立市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）案までは福祉保険委員会、第81号議案令和３年度国立市下水道事業会計補正予算

（第１号）案は建設環境委員会となります。議案の付託先は以上でございます。議案の取扱いも含め

まして、御協議くださいますようお願い申し上げます。 

○【髙柳貴美代委員長】 局長より説明がありました。ただいまの説明に対して質疑、意見等を承り

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 なければ、議会事務局長の説明のとおり決定いたします。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

  ② 請願・陳情について 

○【髙柳貴美代委員長】 次に、②請願・陳情についてに入ります。その取扱いについて、議会事務

局より御説明をお願いいたします。議会事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 それでは、請願・陳情について御説明申し上げます。今回請願はございま

せん。陳情の付託先について御説明申し上げます。 

 陳情第16号は総務文教委員会となります。第３回定例会におきまして、閉会中の継続審査となって

おりました陳情第15号につきましては、去る11月２日、総務文教委員会が開催されまして、再度継続

審査となりました。初日の議事日程には登載いたしませんが、今定例会中の総務文教委員会で審査さ

れることとなります。そこで結果が出れば、最終本会議の議事日程に登載を致します。請願・陳情の

取扱いと付託先につきましては、以上のとおりでございます。よろしく御協議くださいますようお願

い申し上げます。 

○【髙柳貴美代委員長】 局長から説明がありました。ただいまの説明に対して質疑、意見等を承り

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 なければ、議会事務局長の説明のとおり決定いたします。 
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   ────────────────── ◇ ────────────────── 

  ③ 追加議案について 

○【髙柳貴美代委員長】 続いて、③追加議案について、事務局から説明をお願いいたします。議会

事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 追加議案について御説明をさせていただきます。市長の御挨拶にありまし

たように、国の子育て世帯への臨時特別給付金の支給に関する事業費を計上する一般会計補正予算案

を追加送付いたしたいとのことでございます。その取扱いにつきましては、本会議初日に即決をお願

いしたいとのことでしたので、日程第20、第81号議案の次に登載し、即決の扱いをお願いしたいと存

じます。 

 なお、この予算案よりも前に、第77号議案令和３年度国立市一般会計補正予算（第６号）案が先に

提出をされております。追加予定の一般会計補正予算案について、その議決結果によりましては、予

算番号や計数といった字句等の整理を行う必要がございます。その整理につきましては、議決により、

議長に委任することができますので、議会に諮ることとなります。あわせて御確認いただきたいと存

じます。 

 なお、11月18日開催の会派代表者会議におきまして、即決補正予算案の質疑通告は、審議日２日前

の正午までと確認をされているところでございます。したがいまして、追加される一般会計補正予算

案の取扱いを初日即決と御確認を頂いた場合には、質疑の通告につきましては11月29日月曜日の正午

までとなります。 

 また、国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案外１

件の勤務条件に関する条例につきましては、職員団体との交渉が調い次第、追加提案させていただき

たいとのことでございます。その取扱いにつきましては、前半の本会議までに議案が提出されました

ら、提出された日の最後に追加議事日程として登載し、所管の委員会に付託する扱いとなります。 

 なお、前半の本会議に間に合わない場合には、最終本会議の議事日程に登載し、即決の扱いとなり

ます。 

 次に、国立市教育委員会委員の任命に伴う同意についてにつきましては、準備が整い次第、追加提

案をさせていただきたいとのことでございます。その取扱いにつきましては、議長宛てに提出されま

したら、人事案件でございますので、先例に倣いまして、最終本会議の議事日程に登載することとな

ります。追加議案につきましては以上のとおりでございます。御協議くださいますようお願いを致し

ます。 

○【髙柳貴美代委員長】 局長より説明がありました。ただいまの説明に対して質疑、意見等を承り

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 なければ、議会事務局長の説明のとおり決定いたします。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

  ④ 各常任委員会への報告事項について 

○【髙柳貴美代委員長】 続いて、④各常任委員会への報告事項について、事務局から説明をお願い

いたします。議会事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 お手元に御配付しております報告事項の送付についての写しを御覧願いま

す。報告事項は総務文教委員会の報告３件、建設環境委員会の報告４件、福祉保険委員会の報告５件
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でございます。以上のとおりでございます。よろしくお願い申し上げます。 

○【髙柳貴美代委員長】 局長より説明がありました。ただいまの説明に対して質疑、意見等を承り

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 なければ、議会事務局長の説明のとおり決定いたします。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

 (3) 議員提出議案の提出期限について 

○【髙柳貴美代委員長】 続いて、(3)議員提出議案の提出期限についてに入ります。事務局から説

明をお願いいたします。議会事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 それでは、議員提出議案の提出期限につきまして御説明申し上げます。意

見書・決議案等の議員提出議案の提出期限につきましては、先例に倣いまして、12月14日火曜日開催

の福祉保険委員会の正午まででございます。ただし、福祉保険委員会での請願・陳情や最終本会議で

の議決を受けて提出する議案は、この限りではないとなっているところでございます。 

 また、先例では、意見書・決議等の文案につきまして、一般質問初日の正午までに議長及び各会派

に配付しなければならないとされてございますので、12月３日金曜日の正午までに御配付を頂きます

ようお願いいたします。以上でございます。 

○【髙柳貴美代委員長】 局長より説明がありました。ただいまの説明に対して質疑、意見等を承り

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 なければ、議会事務局長の説明のとおり決定いたします。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

議題２．令和４年定例会の日程について 

○【髙柳貴美代委員長】 議題２、令和４年定例会の日程について、事務局より説明をお願いいたし

ます。議会事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 令和４年定例会の日程につきましては、10月20日に開催を致しました会派

代表者会議におきまして、お手元に御配付のとおり確認をされました。丸印が本会議、そのほか議会

運営委員会、一般質問通告期間、常任委員会等の開催予定日を記載してございます。なお、一般質問

等を行う本会議の予定日につきましては、白抜きの丸で表示をしてございます。 

 定例会の日程につきましては、変更の必要がある場合には、会派代表者会議あるいは議会運営委員

会において協議することとなっておりますので、併せて御確認をお願いいたします。ここで確認をさ

れましたら、配付をさせていただきたいと存じます。以上でございます。 

○【髙柳貴美代委員長】 局長より説明がありました。ただいまの説明に対して質疑、意見等を承り

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 なければ、議会事務局長の説明のとおり決定いたします。 

 以上で、議題１及び議題２について終了いたしました。市長をはじめ当局におかれましては、御退

席いただいても結構でございます。ありがとうございました。お疲れさまでございます。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

議題３．国立市議会会議規則の一部改正について 
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○【髙柳貴美代委員長】 議題３、国立市議会会議規則の一部改正についてに入ります。欠席の届出

関係と請願書への押印関係の大きく２点の検討事項があります。請願書の押印関係につきましては第

４回定例会で改正する予定となっておりますので、本日は欠席の届出関係について持ち帰りとなって

いる５つの論点に基づき、協議を行ってまいりたいと思います。 

 初めに、論点１、産前・産後の欠席期間を定めるかについてと、論点２、出産補助の項立ての件に

ついて御意見等を承ります。お持ち帰りになっていただいた結果がもし出ていれば、御発言お願いい

たします。いかがでしょうか。柏木委員。 

○【柏木洋志委員】 まず、産前・産後の期間を定めるかどうかという１点目については、私たちと

しては期間については明確に定めないほうがいいだろうということです。理由については前回申し上

げたので、簡略に言いますと、そちらのほうが本人の状態もしくは配偶者の状態、パートナーの状態

に合わせられるであろうというところであります。 

 もう１つ、前回、他の委員から御意見等ありました目安等が必要ではないかという点についても、

こちらで話をさせていただいたんですけれども、どう記載するかというところが論点になりました。

条例上に記載する、もしくはその他施行規則であるとか附則であるとか、そういうところに記載して

しまうと目安ではなく、それは実質的に制限になるのではないかということになりましたので、条例

関係のところに目安を記載するというのは難しいのかなということが、共産党会派の意見となります。 

 次の２点目の本人の出産と配偶者の出産補助についての規定をどうするかについては、現状のまま、

要するに国立市議会会議規則の記載方法のとおりでいいのではないかというのが、私たち共産党会派

の意見です。以上です。 

○【青木淳子委員】 まだきちっとまとまっていない状況ではございますけれども、期間を明文化す

るとなると、例示としてつくれるかどうかということも話の中で出てまいりました。期間を決めない

ほうが出産する議員本人または配偶者――これは出産をしない男性になりますけれども――配偶者の

方が欠席をする場合、明文化するためには例示としてこの期間というふうに決めたほうがいいのか、

決めないほうがいいのか、その辺がまだ確定しないところではありますが、市民の皆さんにきちっと

説明ができる、なぜ欠席として取り扱うことになるのか、説明責任が私たちはありますので、こうい

うふうにした理由がきちんと言えるようにしなければならない。 

 市民の方からもいろんな御意見を正直頂くんです。欠席の理由として、出産や配偶者の補助として

欠席をするということは一般世間でもあり得ますけれども、それは産休ですとか、育休ですとか、社

会的には期間というのがきちんと明示をされていて、その期間休暇を取るというふうになっています。

議員の場合は欠席になりますけども、その辺がきちんと説明できないと、何となく欠席ができるんだ

という捉え方をされてしまうと、そこはかえってよくないのかなと思うんです。表現がちょっと難し

いんですけれども。ですから、できれば期日をきちっと決めたほうがいいのかなと思うんです。 

 標準市議会会議規則の期日というのが項立てで分けていまして、議員は出産のため出席できない。

これは当然女性が出産をするわけですから、女性の議員、つまり母体の保護という観点から期間を設

定しているので、こういう表現で期間をきちんと書いているのかと思うんです。 

 男性の場合は産休・育休として考え方を示すほうがいいのかなと思うので、そうなると２つの項目

が一緒になるんですけれども、別立てにしてもいいのかなと。もうちょっと議論を皆さんと進めてい

かないと、簡単に結論が出せないでいるところでありますので、皆さんの御意見を聴きながら進めて

いければと思っています。大ざっぱな表現ですみませんが、以上でございます。 
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○【藤江竜三委員】 まだこの間、十分に会派で議論できていないところであります。それで、前回

申し上げたところでいえば、具体的な日数を設けるべきであろうというところです。具体的に設けた

ほうがかえって取りやすくなるという趣旨で、全国市議会議長会も具体的な週数を設けたというふう

に考えております。新聞等での他市の議員の声でも、具体的にあったほうがいいというふうになって

いました。私自身もそう思います。 

 それで、配偶者の出産補助というものをそういった形でつける場合は、第１項に移す必要が出てく

るのではないかと考えています。それで、具体的な日数を設けたほうが、様々なところに説明責任と

して、この期間は休めるんですよということを明確に言えるというふうに考えています。それで、ど

うしても出たいという人は範囲内においてというふうになるので、短くすることもできますし、もう

少し必要だという場合においては、第１項を使って育児のためにお休みしますということで延ばすこ

ともでき、そのニーズも対応できるのかなと考えておりますので、具体的な日数を設けていく方向で

考えていきたいと思っております。 

○【古濱薫委員】 交渉団体と致しましては、前回からの進捗は今のところない状況であります。前

回申し上げたとおりの論点となっております。また、その間の中の意見としては、虹の議員の１人で

ある稗田議員の復帰を待って、急ぐことなく議論を丁寧にしていってほしいという意見もありました

ので、私は前回お伝えしましたが、本日もしこの後できましたら、ぜひ本人から意見を言っていただ

きたいと思っております。 

○【稗田美菜子委員】 前回、代理の方にお話をしていただいて、また交渉団体の古濱委員からもお

話は頂いているので、方向性としてはそれでいいと思いますし、今、他の委員のお話を聞いてもその

議論は深めていったほうがいいので、観点としては出産する側の女性の母体と子供の体をどう考える

かという観点と、それを補助する男性側がどのようにお休みを取りやすいかという観点を一緒にする

ことなく、きちんと丁寧に分けてもいいですし、最終的な議論としてまとまっていくならいいんです

けれども、それをきちんと見据えた上で、どれが一番適しているのかということがよろしいのかなと

思います。 

 私の意見としましては、出産ということは、普通の雇用関係にあるようなところだと、雇用主が産

前は６週間、産後は８週間というふうに、トータルで１か月半と２か月前後で休むこと、休ませなさ

いというルールの下に６週間と８週間というのが、双子の場合はケースが違いますけれども、あるん

ですが、実際、私自身が出産した経験を踏まえていくと、出産してから２か月後に復帰をすると思い

ながら、２か月を過ごしていくというのは結構大変なんだなということを、私個人の意見ですけれど

も、感じました。 

 ２か月しか休めないというふう思ってしまうというか、２か月後の仕事復帰を見据えてどうコント

ロールしていくか、体のコントロールもそうですし、子供のコントロールもそうだし、あるいはその

間の保育園をどうするのかとかいろんなことを、産前も含めて、産後２か月後の復帰というのは結構

私は大変かなと思っているので、期間を定めるというふうに議運の中で決まるなら、それはそれでい

いんですけれども、育児休業がとても取りにくい業種だと思うので、育児休業もきちんと取りやすい、

さっき他の委員からもありましたが、第１項がちゃんと使いやすい形で使えるような第２項の定めと

いうふうにしていかないと、私が知っている範囲では、産後２か月で仕事に復帰しちゃうんですよね。 

 それはどれだけしんどいかなというのは、ましてやちょうどその２か月後にとても自分が出たい定

例会があったりすると、間違いなく出ると思うんです。それが体にとってどうなのかという議論も含
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めて、育児休業も併せた取りやすい制度というのを議運の中で議論できたらいいかなと思います。私

からは以上です。 

○【髙柳貴美代委員長】 ありがとうございます。今、皆様から、お持ち帰りいただいた結果を御報

告いただきました。 

 柏木委員のほうからは、期間は定めない。今までと変わらずということですね。そして、２は現状

のままでということでした。 

 それから青木委員のほうからは、期間を決めないということであったけれども、市民の方々への説

明責任を果たす必要があるので、その辺のところはきちっと考えていくべきではないかという御意見

です。そして、期間を決めるというのは母体の保護のためだということと、またそれを支える男性の

場合は日にちが入っていたほうが取りやすいのではないかという御意見がありました。 

 それから藤江委員のほうからは、具体的に日数を入れるべきではないかという御意見、やはり市民

の方々、また様々な機関への説明責任を果たす必要性もあるのではないかということでした。 

 そして古濱委員のほうからは、前回お答えいただいた内容のまま、今話合い中、協議中であるとい

うことでございました。 

 そして最後に、稗田委員のほうからは、さらに議論を深めていくべきだという御意見と、母体の保

護という立場、それからその母体を補助する男性の立場、この２点の方向性からもしっかりと協議を

していくべきではないかということ、そしてまた育児休業もしっかりと取れるような形で、第１項を

使いやすくしていくためにはどういうふうにしたらいいか、そしてまた産後の２か月間で復帰という

のは、経験してみて大変だったというような様々な御意見が出ております。 

 この問題は非常に丁寧に話し合っていくべきだと思いますので、１と２に関しましてはまたお持ち

帰りを頂きまして、さらに協議を深めていただき、次回また御発言いただきたいと思いますので、よ

ろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは次に、論点３、公務についてでございます。このことにつきまして御意見を承ります。い

かがでしょうか。前回、公務は必要であるかどうかということでした。いかがですか。その後、何か。

柏木委員。 

○【柏木洋志委員】 前回、私たちのほうは、公務の規定は必要であろうというふうに言わせていた

だきました。そこは私たち再度話合いをさせていただきましたが、変わりはありませんという状況で

す。 

 前回のところ、公務の文言といいますか、表現といいますか、そういうのが話合いでもちらっと出

ておりましたので、そこについてもちょっと話合いをさせていただいたんですが、確かに他の委員の

おっしゃるとおり、議会も公務ですし、その他何かしらあったときのほかの議会も公務は公務ですの

で、ただ単純に公務というふうにするのではなくて、例えば他の公務という表現方法でもいいんじゃ

ないのかというのが意見としてあったということを発言させていただきます。以上になります。 

○【青木淳子委員】 公務に関して、我が会派としては、もともと私たちの公務というのは国立市議

会の議会が公務、それが第一であるということ。しかしながら、国立市議会議員として他の公務をす

る、また他の議員としての活動もあります。そうすると、公務の範囲をどう設定していくか、どう捉

えていくかということで、公務とはこういう内容であるというのを規定したほうがいいのか、その辺

も皆さんで話合いをしたほうがいいのかなと思うんです。 
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 国立市議会の議員として、突発的に出席をしなければならない場面も出てくるということも分かり

ましたので、そのときにも十分に対応できるような会議規則にしなければならないと考えます。です

から、その辺をもう少し皆さんで議論をしていきたいと考えてございます。 

○【髙柳貴美代委員長】 分かりました。ほかにございますか。まだ協議中ということでございます

かね、ほかは。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 公務についてでございますが、柏木委員のほうから、前回と変わらず必要であるという御意見が多

かったということです。しかしながら、「他の公務」という、「他の」とつけたほうがいいのではな

いかという御意見も出たという御報告がございました。 

 青木委員のほうからは、前回も出たように、公務の規定についてももう少し議論すべきではないか、

確認していくべきではないかと。ただし、緊急招集のようなことが起こる場合もあるので、十分にそ

れに対応できるような規則にするべきではないかという御意見があったということでございました。 

 以上の御意見をまた参考にしていただいて、お持ち帰りいただいて、さらに協議を進めていただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議長、何か御意見ございますでしょうか。よろしいですか。 

○【青木健議長】 公務ということなんですけど、国立市議会議員でございますので、国立市議会に

関する本会議、委員会等については、我々は出席義務が課せられているわけでございまして、これを

今まで公務という考え方をしていたかどうか私もよく分からないんですけど、ただ以前、こういうこ

とがございました。 

 これは議会報編集委員会だったんですけど、とある議員がそこで、全員でたしか次回開催の日程を

決めたんだと思います。にもかかわらず私的な用件が入って、議会報編集委員会を欠席したというこ

とがありました。ですから、これは出席義務が課せられているはずなんですよね。にもかかわらず欠

席をして何ともなかったということもありますので、その辺についても出席義務の課せられているも

のについても含めるべきなのかどうかということについて、再度皆さんにお話合いをしていただけた

らと思いますので、よろしくお願いします。 

○【髙柳貴美代委員長】 ありがとうございます。 

 それでは次に、論点４につきまして、国立市のパートナーシップ制度を踏まえて、「配偶者」の文

言整理を行うとの意見が大方でございましたので、議会事務局におきまして文言案を作成しておりま

す。このことについて、議会事務局より御説明をお願いいたします。議会事務局長。 

○【内藤議会事務局長】 それでは、御説明を致します。このことにつきましては、お手元の議会運

営委員会資料№７を御覧ください。 

 国立市のパートナーシップ制度を踏まえた「配偶者」の文言案として、四角囲みに規定を掲載して

おります。読み上げますと、配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にあ

る者を含む。）またはパートナーシップにある者（国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進

する条例第10条第１項に規定するパートナーシップに係る証明の交付を受けた者その他これに類する

手続を行った者をいう。）の出産補助との規定としてございます。 

 この規定によりまして、大きく２つ、小さく４つの類型をカバーしているところでございます。１、

配偶者につきましては、婚姻の届出をした者としての配偶者に加えまして、婚姻の届出をしていない

が、事実上婚姻関係と同様の事情にある者として、内縁関係（事実婚）にある者を包含する規定とし
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ているところでございます。 

 ２、パートナーシップにある者につきましては、国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進

する条例のパートナーシップに係る証明の交付を受けた者のほか、その他これに類する手続を行った

者として、他自治体の制度等により、パートナーシップの関係にある者を含めた規定としているとこ

ろでございます。説明は以上でございます。御協議いただきますようお願いを致します。 

○【髙柳貴美代委員長】 説明が終わりました。このことについて質疑、意見等を承ります。柏木委

員。 

○【柏木洋志委員】 パートナーの文言についてどうするかということで話合いをさせていただきま

したところ、まず意見が２つございまして、前回申し上げましたとおり、全て法律婚や事実婚とか、

配偶者等もひっくるめた上でのパートナーという表現でいいのではないかということが１点。もしく

は配偶者またはパートナーシップにある者、この表記に合わせたほうがいいのではないかというのが

２点ありましたので、共産党会派はそのようなことになっております。以上です。 

○【藤江竜三委員】 これを出していただいたので、この形で持ち帰って会派で協議をしたいと考え

ております。 

○【青木淳子委員】 私どももパートナー制度との整合性、文言をじっくり考えた上で、整理してい

くということでした。今出していただいた文言は、私が一読した限りではこの文言がふさわしいので

はないかと考えますが、一度会派に持ち帰りまして、また協議をしたいと思います。 

○【髙柳貴美代委員長】 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、まだこの問題に関しましても、皆さん各交渉団体、会派で話合いの途中ということでご

ざいます。本日このような文言案を出させていただきましたので、これをさらにお持ち帰りいただき

まして協議を続けていただき、また発表していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 次に、論点５、事故の文言整理につきまして、やむを得ない事由のような文言に置き換える方向で、

持ち帰りとなっておりました。このことについての御意見など承りたいと思いますが、いかがでしょ

うか。柏木委員。 

○【柏木洋志委員】 事故の文言については、私ども共産党は前回も述べましたとおり、事由のほう

でいいのではないか。標準市議会会議規則についても事由となっておりますし、一般的に見ても、事

故となるとアクシデントのほうの事故が連想されますので、事由でよろしいのではないかというとこ

ろでございます。以上です。 

○【髙柳貴美代委員長】 ありがとうございます。ほかにございますか。まだ協議の途中ということ

ですか。 

○【藤江竜三委員】 最終確認をさせていただければと思います。 

○【青木淳子委員】 公明党はもともと標準市議会会議規則に合わせて、事故からその他のやむを得

ない事由としたほうがいいのではないかという意見の、そのまま変わらずでございます。 

○【髙柳貴美代委員長】 変わらないということですね。ありがとうございます。 

 そうしますと、事由に変えるべきという御意見が多かったようでございます。では、この件に関し

ましては、藤江委員のおっしゃったように、最終確認ということでお持ち帰りいただくということを

確認させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 今までのことでほかに何かございますか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、ほかになければ、以上で議題３を終わらせていただきます。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

議題４．議会基本条例の点検について 

○【髙柳貴美代委員長】 続きまして、議題４、議会基本条例の点検についてに入ります。このこと

について、点検方法について持ち帰り、検討することとなっておりました。その結果について、各交

渉団体より御報告をお願いいたします。柏木委員。 

○【柏木洋志委員】 点検方法についてでありますけれども、こちらのほうでは項目ごと、正確には

条例ごとということになるかとは思いますが、順々に項目を立てて点検していくという方法を取った

ほうがいいのではないかということになっております。 

 ただ、詳しい点検方法、例えば条例ごとにやる場合であったときは、何条かまとめてやるのか、そ

れとも１条ずつやっていくのかというのは、そこは話合いが必要かなと思っておりますが、そのよう

な話となっております。 

○【藤江竜三委員】 条例の点検については、議会運営委員会で行っていくべきだろうと考えており

ます。それで、できれば機械的にスピーディーにできるほうがいいのかなと考えております。今後、

議会運営委員会で次の期、次の期というふうになっていくときに、毎回時間をかけているのはもった

いないかなと思いますので、やり方については固定化していって早く決めたほうがいいというのは、

そういった意味であります。 

 それで、基本的には、全体を見回して各会派が二、三点程度、どうしてもここは見直すべきだとか、

チェックが必要だというところを出していって、その部分を行っていくなどといったやり方があるの

かなと考えております。以上です。 

○【青木淳子委員】 公明党会派はまだそこまでの議論というか、さらに持ち帰ってということはし

ていないんですけれども、前回申し上げたとおり、議長から諮問を受けたのが、議会基本条例に基づ

く点検ということで受けているというふうに認識をしておりますので、提出をさせていただいた書類

のように項目ごとに１つずつ点検をしていくというところまででございます。 

○【稗田美菜子委員】 虹の中には様々な会派がおりますので、どれか１つに統一をしているわけで

はないんですけれども、様々な考えの中で評価をしていくに当たって、一定程度の物差しみたいなも

のを、どういうところに注意をして評価するという共通認識が必要だという意見が出ておりまして、

それについては議会基本条例をつくる段階で江藤先生にお世話になっておりますので、例えば江藤先

生の研修を１回受けてから、どういうことに注意をして点検するのかという共通認識を議会として１

回持った上で、議運の中なら議運の中でしっかりと評価をしていくことがいいのではないかという意

見が出ておりました。 

 議運の中で進めていくことについては絶対に反対だということではないんですが、ただ議運だけで

進めていくわけではなくて、議会全体の条例ですので、全員で共通認識を持てる何かのステップが必

要だということについて意見がありました。 

○【髙柳貴美代委員長】 ありがとうございます。今、皆様から御意見を頂きました。柏木委員のほ

うからは、条例ごとに項目を立てて点検していくべきという御意見。古濱委員。 

○【古濱薫委員】 虹の意見としては、今、稗田委員も発言してくださったように、どこに評価を置

いてというのがありました。また、虹全体としては前回までの進捗であります。 
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 その中でちょっと注意しておきたいのは、青木委員も公明党さんで評価を独自になさって点検のシ

ートを提出されたように、まずは点検であると。点検方法については、議運でどのように行っていく

か話し合ってほしいということです。そして、それから見直しであると。見直しを依頼されたわけで

はなく、まずは点検をすることであるというのが、虹の中で出た意見です。補足でした。 

○【髙柳貴美代委員長】 ありがとうございます。そうすると、藤江委員のほうからはスピーディー

であるといったこと、また機械的ということも考えて、やり方を固定化していくべきではないかとい

う御意見を頂きました。全体的に各会派で二、三個に絞って、点検をしていくべきではないかという

御意見もありました。 

 青木委員のほうからは、各項目を立てて、前回提出していただいたような形で行っていくべきでは

ないかということでございました。 

 稗田委員のほうからは、共通認識を持つべきで、それには以前行ったような研修も大切ではないか

という御意見がございました。 

 古濱委員のほうからは、まずは点検である、点検を行うということであるということで、その点検

方法の検討を引き続き議会運営委員会で行っていくべきだという御意見でございました。 

 以上の御意見をまた基にしていただきましてお持ち帰りいただき、次回さらに協議を深めていきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ほかに何かございますでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、ほかになければ議題４を終わらせていただきます。 

   ────────────────── ◇ ────────────────── 

○【髙柳貴美代委員長】 これをもちまして議会運営委員会を散会と致します。 

午前１０時５８分散会 
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